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020 年 度 の 初 号 機 打 ち 上 げ を 目指 し て 、 新 型 
基幹 ロケ ッ ト の 開発 が 始ま り ま し た 。 今後 の 
日 本 の 宇宙 活動 を 担う 新型 ロケ ッ ト と は どの 
よう な も の か 、 開 発 に あたっ て の 抱負 や 課題 
な ど を 、 プ ロジ ェクト 関係 者 に 聞き まし た 。 
2014 年 8 月 31 日 に は 、「 は や ぶ き 2 」 の 機体 公開 が 行わ れ 
ま し た 。 記者 会 見 で |『 は や ぶ き る 2」 は われ われ の 自信 作 」 と 
話し た 國 中 均 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ に 、 打 ち 上 ば げ 目前 の 
思い を 語っ て も らい まし た 。 グ ラビ ア ペ ー ジ で は 迫力 ある 
| は や ぶる 2」 の 機体 $ 紹 介し て いま す の で 併せ て 
ご 覧 くだ さい 。 
6 カ月 の 長期 滞在 を 終え た 若田 宇宙 
飛行 士 は 、 滞 在 中 に JAXA の 宇宙 
医学 実験 「 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン 
に 長期 滞在 する 宇宙 飛行 士 の 骨 
や 筋肉 の 壮 縮 へ の ハイ ブリ ッ ド 
訓練 法 の 効果 (Hybrid Training 
実験 )] を 行い 、[ 宇 宙 か ら 6 帰還 
し た 後 、5 年 前 の 長期 滞在 後 よ 
り 疲 労 成 が 少な か っ た | と 述べ 
て いま す 。「 ハ イブ リッ ド 訓 練 
法 ] を メイ ン に 、 月 や 火星 な ど 
の 宇宙 長期 潮 在 で 必要 に な っ て 
, る 健康 管理 の 方 法 に つい て 紹 
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JAXA's で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
訓 安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 「 安 全 保障 ・ 防 災 」 
名 宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 「 産 業 振興 」 
回 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
「 フ ロン ティ ア へ の 挑戦 ] で す 。 
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日 本 の 宇宙 輸送 シス テム の 持続 と 
衛星 打ち 上 げ 市 場 参入 を 目指 す 
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I は や ぶさ 2 


基本 設計 は 「 は や ぶさ 」 と 同じ 小惑星 
探査 機 。 サイ ズ は 1X1.6x1.25m、 質 
量 約 600kg。 イオ ン エ ンジ ン は 長寿 
命 化 、 推 力 を 25% 向 上 、 通 信 は X 帯 
(8GHz) に Ka 帯 (32GHz) を 追加 。 姿 
勢 安 定 装置 リア クシ ョ ン ホ イー ル も 
3 台 か ら 4 台 に 増設 。 化学 推進 系 は ト 
ラブ ル 回 避 を 工夫 。「 は や ぶさ 」 で は 
「 イ トカ ワ 」 に 着地 で き な か っ た 小型 
探査 機 「 け ミネ ル バ 」 は 「 ミ ネル バ 2] と 
し て 3 機 を 搭載 。 タ ッ チ ダウ ン の 目標 
と する ター ゲッ トマ ー カ は 5 個 を 准 
備 。 光学 航法 カメ ラ 、 レ ー ザ 高度 計 、 
分 離 カ メラ な ど ミ ッ シ ョ ン 機 器 が 運 
用 を 支え る 。 再 突入 カプ セル は 信頼 
性 が 向上 し 「 は や ぶさ 」 で は な か っ た 
飛行 環境 計測 装置 も 搭載 し た 。 
0 】 る 

ドッ ショ ン 予 定 

2014 年 度 冬 に H-TA ロ ケッ ト で 打ち 
上 げ 後 、 太 陽 を 1 周 し 2015 年 11ー12 


月 に 地球 近傍 を か すめ る スイ ング バ 
イ を 実施 。 その 後 太 陽 を 2 周 し 2018 


「 は や ぶさ 2」 応援 キャ ン ペ ー ン 公式 サイ ド 
http://hayabusa2020.jp/ 


年 67 月 に 「1999 JU3]」 に 到着 。 約 
18 カ 月 間 、 小 惑星 と と も に 太陽 を 約 2 
周 す る ラン デブ ー。 サン プル 採取 は 
3 回 実施 。「 滞 在 ] が 長い た め 数 多く の 
科学 探査 を 行う 。2019 年 11 一 12 月 
に 小惑星 を 出発 、 太 陽 を 1 周 し た 後 
2020 年 11ー12 月 に 地球 帰還 。 全 行 
程 は 6 年 、 約 52 億 km。 分 離 カ プ セ ル 
は 「 は や ぶさ 」 と 同じ 豪州 の ウー メラ 
砂漠 に 着地 する が 、 探 査 機 本 体 は さ 
ら に 宇宙 探査 を 継続 。 


科学 目的 


ター ゲッ ト は 地球 近傍 小惑星 「1999 
JU3」。 直径 約 1km の 球形 と 推定 さ 
れ 、 自 転 周期 は 約 7 時 間 半 、 公 転 周 期 
は 約 474 日 。 有機 物 や 水 を 含む 物質 
が ある と され る C 型 小惑星 で 、 そ の 
サン プル リタ ー ン に より 太陽 系 の 誕 
生 と 進化 、 生 命 の 起源 を 探る 。 衝突 
装置 (イン パク タ ) に より 小惑星 の 
地表 に クレ ー タ ー を つく り 宇 宙 風 化 
を 受け て いな い 内 部 物質 を 得る 大 腸 
な 試み も 行う 。 近 赤 外線 分 光 計 、 中 
間 赤 外 カ メラ に よる 観測 も 実施 。 


罰 再 突 入 カ カプセル 


採取 し た 小惑星 サン プル を 地 
球 に 持ち 帰る 。 大 気 園 再 突入 
園 の 際 の 温度 な どの デー タ を 得る 
装置 も 組み 込ん だ 。 


サン プラ ー 

サン プル の 採取 は 「 は や ぶさ ]」 
と 同じ 方 法 で 行う 。 サ ンプ ラ ホ ー 
旨 を 伸ばし 、 先 端 が 小惑星 表面 
に 接触 し た 朋 間 に 小さ な 弾丸 
を 発射 し て サン プル を 採取 する 。 
「 は や ぶさ 」 よ り 多い 3 回 実施 。 
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さ 」 と 似 て いる が 、 通 信 能 力 向 
上 の た め 平 面 の アン テ ナ が 2 つ 
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し て 、 デー タ 通 信 を する と いう 仕事 だ け で し た 。 し 
か し 今 で は 、 ス ペー ス デ ブリ を 常時 監視 し 、 
JAXA の 人 工 衛星 を スペ ー ス デブ リ か ら 守 る た 
め に 多く の 時 間 が 使わ れ て いま す 。 
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軌道 上 物体 数 17130 個 マヤ 


3 個 (2014 年 8 月 14 日 時 点 ) 
リ の 数 は 増え て いき ます 。 17000 * スペ ー ス デフ リ の 数 
アメ リカ が 発表 し た 最新 の デー タ に よる と 、 直 aww。 間 0 人 衛星 同士 の 
0 0 デブ リ 合 計数 衝突 事故 
径 10cm 以 上 の スペ ー ス デブ リ だ け で 約 1 万 Oo。 爆破 破片 類 中 国 に よる (2009 年 2 月 ) 
7000 個 あ り ます 。 人 工 衛 星 か ら 外れ た ボル ト な 12000< 還 和 ei の 
どの 部 品 で 10cm よ り 小 さい スペ ー ス デブ リ の 0000 ロケ ッ ト 上 段 機体 Pe 
数 と な る と その 何 十 倍 、 何 百倍 と な り 、 数 え 切 れ 。 %00 ーー 1! 
EiUUUK】 が + NN 
ませ ん 。 高度 が 低い と ころ を 回 っ て いる スペ ー ス 7000 記 に 
デブ リ は 、 時 間 が た て ば いずれ 大 気 圏 に 突入 し i| 
て 燃え て し まい ます が 、 そ れ で も まだ 軌道 上 に は 4qoos で 7 
何 万 個 も の スペ ー ス デブ リ が 残っ て いて 、 そ れ が 27。 
どん どん 増え 続け て いる と いう の が 現状 で す 。 1000* 
2 Se Ro 0@e @ @ で る @ 。 @ 。 @ 。 @ 。 @  @  @  @  @ 。 @  @ 。 @ 。 @ 。 @ 。 @ 。 @  @ 。 @  @ 。 @ 。 @ 。 @  @  @ 
国際 宇宙 ステ ーション や 地球 観測 衛星 な ど が See NN NN NN NN SN 


この グラ フ は 、 地 球 周回 軌道 の 10cm 以 上 の スペ ー ス デブ リ の 数 を その 合計 と 種類 (由来 ) 列 に 月 ご と に プロ ッ ト し た も の で す 。 出典 :U.S. Space Surveillance Network 
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※2 マル チ ス ケー ル 解 析 手 法 


平均 化し て 推測 する な ど 、 い くつ か の 方 法 が ある 。 


法 。 1 つの 要素 が 持つ 特性 を 


計算 


小さ い 要 素 の 解析 結果 か ら 、 ス ケー ル の 異な る 大 き な 物 体 の 特性 を 計算 する 


と で 、 樹 脂 の 強 


度 を 高く する 。 


ご 


炭素 繊維 強化 プラ スチ ッ ク の こと 。 樹脂 の 内 部 に 炭素 繊維 を 混ぜ 込み 成形 する 
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よる 超 小 型 衛星 の 放 


いよ いよ 始ま っ た 
ISS か ら 


衛星 ビジ ネス の 進展 や 教育 目的 で の 利用 拡大 が 見 込ま れる いま 、 


あな た の 衛星 を 
軌道 へ 送り 出し ます 」 


有償 


ーー |「 asx] 全 で GO 選 紅 ロ ーママ ロト 
か と ロ 46 | 可 骨 避 」 選 20G_tkrnRS 
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つい "< 選 要 内 で 可 関 GAmS 器 つ 
忍 窒 天 べら ave 世 問 昼 全 下 が 
セ " 

ー 一 脱 心 塞ぐ リー 人 K り 6 選 衣 揚 つ を 


向け た 取り 組み が 求め られ て いま す 。 


JAXA は これ まで 、H-IA 相 乗り 及び 国際 宇宙 ステ ーション 


宇宙 利用 の 抜本 的 な 拡大 【 


こ 伺 いま し た 。 


「 き ぼう 」 か ら の 放出 に よる 、 超 小型 衛星 の 打ち 上 げ 機 会 を 提供 する 


制度 を 運営 し て きま し た 。 さ ら に この 度 、 試 行 的 に 開始 し た 


「 有 償 の 仕組 み ] に より 、 宇 宙 利 用 の 敷居 が 
さら に 低く な る と 期待 され ます 。 そ の 背景 と 今後 の 展開 に つい て 、 


有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 の 
小川 志保 ・ き ぼう 利用 推進 室 室長 ( 


聞き 手 : 山 村 紳 一 郎 ( サ イエ ンス ライ ター) 
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左 :[「 き ぼう 」 の エア ロッ ク ( 


より 、 宇 宙 飛 行 士 が どの よう な 訓練 
や 活動 を し て いる か を ご 紹介 する 
コー チー を 担当 させ て いた だ きま す 。 今回 は 、 
私 が 参加 し た NEEMO 訓 練 を ご 紹介 し ます 。 
訓練 は 、「 NASA 極 限 環 
境 ミ ッ シ ョ ン 運 用 」 訓練 
の 略 で 、 米 国 フ ロリ ダ 州 マイ アミ 近く の 沖合 、 
深 約 15 メ ー ト ル の 海底 研究 室 「 アクエリアス] に 
滞在 し て 行わ れ ま す 。 浮力 の ある 海中 、 隔離 され 
た 閉鎖 空間 な どの 特殊 環境 を 活用 し て 、 将 来 の 
宇宙 探査 の た め に さま ざま な 研究 や 技術 検証 な 
ど を 行う 場 で す 。 と 同時 に 、 そ の よう な 環境 で 何 
日 間 も 集団 で 生活 する こと は 、 実際 の 宇宙 飛行 
に 向け た チー ム ワ ー ク 向上 訓練 に も な り 、 こ れ ま 
で も 多く の 日 本 人 宇宙 飛行 士 が 参加 し て いま す 。 
に 行っ た NEEMO 18 訓 練 で は 、NA 
SA の ジャ ネッ ト ・ エ プス と マー ク ・ ヴ ァ 
ン デ ハイ 、 ヨ ー ロ ッ パ 宇宙 機関 の トマ ・ ペ スケ 
の 3 名 の 宇宙 飛行 士 、 そ し て 設備 の 保守 や 潜 
水 を 支援 し て くれ る 技術 支援 要員 と 共に 参加 
し まし た 。 宇宙 飛行 士 の 3 名 は 油井 、 大 西 、 
金井 飛行 士 と 同じ 2009 年 に 採用 され た 同期 
に あたり ます 。 宇宙 飛行 の 経験 こそ まだ あり ま 
せん が 、 能 力 だ け で な く お 互 い を 助け 合う 意識 


も 高く 、 コ マン ダー( 船 長 ) と し て チー ム の と り ま 
と め を 務め た 私 も 大 変 助かり まし た 。 
の 訓練 で 行っ た 研究 の 中 に は 、 将 来 、 
小惑星 や 火星 に 宇宙 探査 する 際 に 必 
要 な 技術 や 知見 の 獲得 を 目的 と する も の も あり 
まし た 。 小惑星 で 岩石 を 採掘 する 際 に 使用 する 
ドリ ル の 設計 に 問題 が な いか を 確認 し 、 地 球 か 
ら 非 常に 遠い た め に 通信 に 遅延 が ある 中 で 、 コ 
ミュ ニケ ーション を 取り な が ら 火 星 の 地表 に あ 
る サン プル を 採取 する た め に 考え られ た 手法 が 
成り 立つ か 、 な ど を 確認 し まし た 。 水中 で の 試験 
で は あり ます が 、NASA は 既に 将来 の 宇宙 探査 
に 向け て 着 々 と 歩み を 進め て いる と 感じ まし た 。 
に 長期 間 滞在 する と いう こと は 減 
圧 症 な どの リス ク も 高く な る と い 
うこ と で す が 、 関 係 者 の お か げ で 9 日 間 の ミッ 
ショ ン を 終え 、 ク ルー 全員 無事 に 、 水 上 に 上 が 
る こと が で きま し た 。 滞在 中 は 24 時 間 一 緒 に 作 
業 を し 、 食 事 や 自由 時 間 に 話 を し 、 ま さ に スペ 
ー ス シャ トル や 国際 宇宙 ステ ーション の 中 で の 
生活 の よう で し た 。 こ の よう な 機会 を 経て 、 技 
術 の 蓄積 が な され 、 飛 行 士 の 能力 を 向上 させ 、 
将来 の ミッ ショ ン に 備え る の で す 。 


NASA 極 限 環境 ミッ ンション 運用 


訓練 


http://iss.jaxa.jp/astro/ 
hoshide/neemo18/ 


https://twitter.com/Aki_Hoshide/ 
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が 求め られ て いま す 。 ]AXA で は 、 


鎧 地 環 K ト ホー へ 馬 へ ( ロ の の ) 中 
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記 7 細 肖 ウー 時 史記 で 8 所 上 ③ 
昭 っ を 起 ぐ 守り じい こり 
[TAXA's+ (AN ま KNK)」 
ら 還 た つり っ ぷ や 移る り 彰 ン 移 
釣っ " 


冊 、 へ や 振 さ 押 っ 
針 や x で 。 地 ぶ 視 
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的 上 束 編 ぐ 
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る 女性 た ちか ら は 、 男女 共同 参画 の 推 
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@JAXA's+( ジ ャ クサ スプ ラス ) 


http://fanfun.jaxa.jp/c/ 
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より 、 女 性 が 社 


貢献 し て 


し 、 豊 か な 未来 社会 の 創造 ( 


media/file/jaxas058yui.pdf 


会 場 と 活発 な 意 


いけ る 環境 の 整備 が 求め られ て いる 


現状 等 の 説明 が あり 、 


月 いら 
e 
C) 9 
に 
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の 
避 
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見 交換 が な され まし た 。 


ロシア で 冬期 サバ イ バ ル 訓練 を 行う 
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JAXA' 編集 委員 会 

委員 長 的 川 徐 宮 

副 委員 長 上 垣内 茂樹 

委員 町 田 茂山 村 一 誠 寺 門 和 夫 
顧問 山根 一 眞 


INFODRMIATIOI 号 


飛行 士 の 栄養 バラ ンス の 向 
ご 精神 的 スト レス の 軽減 、 パフ 
ォ ー マ ンス の 向上 に 寄与 する こ 
と を 目的 と し 、 宇 宙 日 本 食 の さら 
な る 充実 を 図る た め 、 新 た な 宇宙 
日 本 食 の 認証 に 向け た 食品 候補 
の 募集 を 行い まし た 。 

応募 され た 108 品 目 の 食品 を 審査 
し た 結果 、21 社 33 品 目 を 選定 し ま 
し た 。「 サバ 交 油 味付け 缶詰 | 焼き 


文 1 せ 宙 し 生 の 目 6 還 消 ョ INFORMIATIOIN 
の げ ゞ ミ ム 
| だ いち の 語 に 
2 6 継 区 ヶ 。 心 る e で 2 NT テ 
導入 ん れ 曽 下 滞 を の 本 具 5 Highest Impact Paper Award 受賞 
コ ロロ SA デ に 、 太 ロ 
剖 高 村人 金 年 ン と 924 工 目 ち 」 の 合 記 開 ロレ ー ダ (PALS 情報 を 整理 し て お り 、 多 く の 研究 者 
で を 文 の クス ズ 1 も 皇 開 で 得 ら れ た デー タ の 校正 ・ 検 証 が 参照 論文 に あげ た こと が 評価 され 
件 吊 符 科 」 ト 国 日 5 自 催 作 結果 を 総括 し た 論文 が 、2014 年 の た も の で す 。 こ の 論文 で 得 ら れ た 知 
島 か 合 館 を 江 ウェ 首 文 IEBE (米国 電気 電子 学会 ) 地 球 見 は 、「 だ いち 2 号 ] の デー タ 配 布 に 
智 6 計 に コ 開 中 宇 と に 科学 ・ リ モー トモ ン シ ン グ 学 会 に お 向け た 校正 ・ 検 証 に 役立て られ て い 
煙 作 で 寄生 催 学 宙 を つ 維 いて 、 非 常に 多く 引用 きれ た 論文 に ます 。 
本 本 大 対し て 贈ら れる Highest Impact 
軸 事 に 寺 に 軸 洛 革 の 2 画 | Paper Award を 受賞 し まし た 。 
遇 ら は セ (6 構 還 旅 つ 研究 者 や デー タ 利 用 者 が 衛星 デー 

受 ン 理 『 未 カ | ーー 前 - 
し 余 」 ん 1 介 税 ん いる ウ タク 等 を 解 所 研究 し 、 一 般 発表 する 
た 者 A 1 4 藤 二 の 時 還 は 、 使 用 し た デー タ の 確か らし き を 担 

(人 ま "2 ブ 保 す る 情報 (参照 論文 ) が 淀 に 必要 

彰 の 催 月 を 笛 り 生 テ スス に な り ます 。 本 論文 は 、、PALSAR の 

状 加 さき 14 稀 航 子 部 ィ ト デー タ を 用 いた 研究 の 基礎 に な る ′ 埋 

と 藤 れ 日 時空 時 門 = 受賞 し た 田 殿 武雄 主任 研究 員 (を ) と 

一 善 た に し 研 計 は 1 島田 政信 上 席 研究 員 ( 右 ) 

人 一 ま 人 筐 ま 穫 に 提 ア 

が 理 彰 流し 開 耳 久 1 

マデ ス 


鳥 俊 さ ん の 作品 ( 左 ) と 、 同 賞 ・ 中 学生 部 門 の 板倉 淳 展 さん の 作品 ( 右 ) 


宇宙 日 本 食 33 品 目 追加 認証 へ 


芋 [ 切 り 餅 ] な どの 選定 きれ た 食 
品 候補 に つい て は 、 今 後 、TAXA 
が 定め る 宇宙 日 本 食 認証 基準 に 
の っ と り 、 必 要 な 各種 試験 検査 
を 実施 し 、 宇 宙 日 本 食 と し て の 
認証 に 向け た 手続 き に 入る 予定 
で す 。 

信 宇 宙 日 本 食 の 食品 候補 の 選定 結果 


http://Wwww.jaxa.jD/Dress/ 
2014/09/20140905_sfood j.html 


第 2 の 1 回 アジ ア ・ 太 平 洋 地 域 宇宙 機関 会 議 (APRSAF-21 


The 21StSession 0f 


日 本 で 開催 


the Asa-Padific Reglomal Space Agency Fum 


id!lmmovativeJIdeasiandISolutions 


KS 


ノド 
ン 夕 、 


(APRSAF-21) 


ここ 、 


ンプ 1 で きき 
と こ 


NRNNN NN ド ピ 
い いい ト N N N コ ] 
NN や 、 


いよ いよ 「 は や ぶ き 2」 の 
打ち 上 げ が 、 間 近 に 迫っ 
5 さき は (5 だ 

「 は や ぶ き 2」 で は 、 前 
回 の 「 は や ぶる |」 を る ら に パワ ー ア ッ プ さ 
せ て 、 い ろ い ろ な 技術 が 盛り 込ま れ て い 
ます 。 ぜ ひ 、 皆 さま も JAXA ウ ェ ブ サイ 
ト に ある 「 は や ぶ き 21CG 動 画 も ご 覧 くだ 
さい 。 遠く 離れ た 小惑星 で 「 は や ぶる 2 
が 行う 離れ 業 の よう な 動き を 見 て いた だ 
け ま す 。 この ミッ ショ ン は 日 本 の ロボ ッ ト 技 
術 の 見 せ ど こ ろ と いえ る で し ょ 2 う 。 

また 、 小 惑星 に 生命 の 原材料 と な る 有 
機 物 を 探し に いく の は 、 世界 で 初め て 


の 挑戦 と な り ま す 。 

今 ま で の 衛星 や 探査 機 の 打ち 上 げ で は 
通常 、JAXA の 広報 だ け で 普及 広報 
活動 を 行っ て きま し た が 、 今回 は 「 は や ぶさ 
2] 応援 キャ ン ペ ー ン を 立ち 上 げ て 、 い ろ 
いろ な 企業 の 方 に 公式 サポ ー タ ー に な っ 
て いた だ き 、 広 く 「 は や ぶ き 2」 の 意義 を 
お 伝え する こと を 考え て お り ま す 。 サ ポー 
ター 企業 と 一 緒 に 、 皆 きま に も ぉ る 「 は や ぶる 
2」 を 応援 し て し いた だ けれ ば 幸い で す 。 
(広報 部 長 上 垣内 茂樹 ) 


人 @ 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 
JAXA 広 報 部 (profice@jaxa.jp) 
https://ssl.tksc.jaxa.jD/SDace/ 
inquiries/index_j.html 


ジア 太平 洋 地 域 に お ける 宇宙 利用 

の 促進 を 目的 と し た アジ ア ・ 太 平 洋 
地域 宇宙 機関 会 議 (Asia-Pacific Regional 
Space Agency Forum, APRSAF) が 、 日 本 
で 開催 され ます 。 

APRSAF は 、 各 国 の 宇宙 機関 や 行政 機 
関 を は じ め 、 国 連 な ど の 国際 機関 や 民間 企 
業 、 大 学 ・ 研 究 所 な ど さ ま ざま な 組織 か ら 、 
30 を 超え る 国 と 地域 、 多 く の 国 際 機 関 が 
参加 する アジ ア 太 平 洋 地域 で 最大 規模 の 宇 
宙 関 連 会 議 で す 。 

今回 より 、 分 科 会 (ワー キン ググ ルー プ ) 
の 構成 が 、 社 会 的 ・ 経 済 的 成果 の 創出 を 目 
指す こと を 目的 に 、「 宇 宙 利 用 分 科 会 」 [ 宇 
宙 技 術 分 科 会 ] [宇宙 環境 利用 分 科 会 ] 「 宇 
宙 教 育 分 科 会 ] に 変更 され まし た 。 そ れ ぞ 
れ の 分 野 に お ける 各国 の 宇宙 活動 や 、 持 来 
計画 に 関す る 情報 交換 や 災害 や 環境 な ど 、 
共通 の 問題 解決 に 向け た 国際 協力 プロ ジェ 
クト を 立ち 上 げ 、 具 体 的 な 協力 活動 を 行っ 
て いま す 。 


開催 日 借 2014 年 12 月 2 日 ( 火 )~ 12 月 5 日 ( 金 ) 


会 場 但 

日 本 科学 未来 館 
東京 都 江東 区 青海 2-3-6 
東京 国際 交流 館 (ブラ ザ 平成 ) 


東京 都 江東 区 青海 2-2-1 国際 研究 交流 大 学 村内 


テー マ ‥ 

Leap to the Next Stade: 

Delivering Innovative Ideas and Solutions 
共催 機関 倫 

文部 科学 省 (MEXT) 

独立 行政 法人 宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAxA) 
http://Wwww.aprsaf.0rd/jD/annual_ 
meetings/aprsaf21/meeting_details.php/ 


アー「JAXA's」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい .・- ヽ 、 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「JAXA's」 を 
配送 し ほす 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 
実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 
http://www.jaxas.jp/ 

介 お 問い 合わ せ 先 

一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 


リサ イク ル で きま す 。 古 低 パルプ 配合 率 100% 再 生 紙 を 使用 


宇宙 航空 研究 開発 機構 


Japan Aerospace Exploration Agency 
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広報 部 〒101-8008 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 4-6 
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